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　a的粘綱性食品・乎そソトロピー性。t£･つち。撹祥なk;､いよリ敗北レ静－･心リ

vt>･、くりと硬さt 回復1i性喩r. つ､､べ、客観測足と主紡則もこより兼訂^乱た。

　方法　試料ｓして!;､S嘔°/o .Jヽ麦澱粉創浚‥ポズ馬鈴薯澱粉糊液、マヨオー又≒ケナ。ヽ'/

ブの4種を囲ヽ漬。客観測定として、ロトビ又コ回転粘ﾉ蔓計引払･、6役所。す') 速覧､こ

坏I ＆応力一時扇曲線み^び流動履座右線£得尽。Jに、レオx7メーター訓和ヽ･ヽテクス

千々一特性値で･あ&漣^ i得か。主観測定をしては、一対比鞍まi心る官能検玉λ行バて。

　妬果　時隋衣存性ｋ示す↑ソナベソXヽロビー性が険すいため、応力一時間曲線より初期

応ﾌﾞ八対する平衛ﾉにヽ力･り変化£ホす係数Xと時間斐化と尊＼､した係数e^ ＆ボ泌た。X･Jず

リ達ﾉむけ了してほぼ一定k なバリヘB Ijすリ達M）増加rこよリ減少し八。かこ, 千ソ建

度依冴性i示了すソ速度ナギソトヽロビー性祠参言蝕μ必、応力一時間曲線Ｊリ得た初期・)

み～to)粘性率と千ソ速い)め系と求め7い=ころ■ 両対■jfeｸﾞラフ上-?･J蒲紅な九拝数が

tn求めら此た。i h. 流靫後歴曲線め上昇および下碑曲稼v^･描く閉曲輝乙うチそソトロピー

性＆示すy考えられる■接卵刻ヽ麦澱斡樹液、マヨネ- スイ人i^ なり、ケナ。ツプＮヽｋ

'i．た。レヽし、、馴祠F澱粉翁暖ひ^r降脚線大八･上昇曲線よりも高い値£示した。構造・

回牌を考濾し/- 千トノヽロピ一性にっヽべ、テク又チマー特性値c)硯わ心^夜討＆行い、

小麦麦粉糊液でヽ著しい構全釦回笈ダ･認められた。痩拝i: J る軟化遭^回復渡、測定。八尋、

同一試作ヤ7 ヽ･て撹拝直後。もりk 3 時閤静置したも､)のヵ示:? I- つヽべ官能検蓋瓦行、

たVころ、ヽ)ヽ煮澱粉糊液、マヨネー又て朗ら/7ヽに静置によi構造列司復おヽ認められた。
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目的レ吹喰反一叱り蓼飯り憚存t にわヽける食味のits.f It £として米譚受粉り九化心考えりれてぃ

る。澱粉今衣侑身，尨化友り測欠にし妨貴によろ分畔呟･り俺下を渕るジアスタ- ゼ｛知

あ寸びブ|レコアト7 ーぜ皿が ―雛に困いりれてぃ^．これらがえ東片i- 7 石九化のね期り

段階をみ1正->tに４己握すろ仁めヽβ-アぐラービ― 7・Iレ･ラナーど系を逼立レr^。■ I. -1新冽

欠浦I- よ'I蝶ﾉ飯後り各条付V 現存し駄末飯の充孤孝1 ;si* レて，

方汪-. 剔試財の調乳口?ﾐ噴），和t']ンナイカA 炊飯ジャー｛,z l皿り四-I す浹えﾂ炊

ﾀﾞ玖珠，電｝ジャ一保温，乍泣L 2.D't八冷奉浄（／’し) , 冷凍を（－Iク'Cj り荼紆T ど～史

時傾樺島傀，各/阪を粉砕レア･レコ― /レ岐j≒アｔトバリに回隠牡粉末むし仁，--れ多

の試行巾呼をダラス心七ジ丿づずし7ヽヽ分散ぐ七躊素/え応i. 'iでンrこ。

b) 酷影洛Åゐリゾ反/足条特，βう・ミラーぜ二八弧，仇瀬λ蒙KKハフ・/レラf ー^ス林

ﾉ京生物化乍利拓阿りを昨蔽謀衡底いい,?バ,μ1卜い咎解レ不耗物り余良し尽ものを緋和

^ O．各妨象膏n fiヽアでラ一心ソ8-3J lﾉ, y・,レラたーど3.J3 叫／μ丿^ う。こ記）某質

海兵キ以万酷素丿旋レ畝を力Q乱, 耐'Iン, 力冷朋反んを行フ/ヒ。

鋸灸･･ fflダ･レコアＪラ，e"丿友に匹べし新冽定征りJ 匙沁i初ぢい段階r シ瀕久Iヽ■f各こと

だ｀叫･ぐ̂ヒrf つに。乱飯を前記一条理r 岬,存レ八妬栗，粟/りI イcンケ温？- tがこい涛zヽヽ

蓋行-j うI しr）・仁。


